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1 はじめに 

 東日本大震災から 8 年が経過しようとしている中，被

災した沿岸の地域では復興事業が進められている．事業

の進展により，土地利用の変化など避難行動に影響する

事業も各地で見られるようになり，その中でも土地のか

さ上げや避難場所の変更による標高の変化は，避難行動

への影響が大きいものと考えられる． 

 本研究では，旧市街地の広い範囲がかさ上げの対象と

なった岩手県陸前高田市を対象として，震災前と復興事

業完了後の浸水域脱出地点の標高の変化に着目し，浸水

域脱出を優先した避難方法について考察を行った． 

 

2 研究方法 

2.1 研究対象地域 

 本研究は，陸前高田市の中でも土地区画整理事業や防災集

団移転事業などにより土地のかさ上げや高台の整備，道路網

の変化などが生じている高田地区と今泉地区を対象とした．

2.2 前提条件 

 本研究で用いる浸水域脱出を優先した避難方法とは，

避難開始地点から最寄り避難場所に直接向かうのではな

く，最短経路で浸水域外に脱出しその後避難場所に向か

う避難方法である．また，浸水域脱出地点から避難場所

への経路を算出する際に浸水域への再進入は原則として

禁止とした．ただし，浸水域へ再進入する必要のある経

路に関しては再進入を認め，最後に浸水域を脱出した点

を浸水域脱出地点と定めた． 

2.3 分析手順 

 本研究では，ArcGIS Network Analyst を用いて，震災前

と復興事業完了後のそれぞれの道路網でネットワーク分

析を行い，最寄り避難場所に直接避難する経路と，浸水

域脱出を優先して避難する経路とをそれぞれ比較し，

復興事業完了後は震災前と比べて浸水域脱出を優先して

避難する方法の適用性を検討した．また，浸水域脱出地

点の標高について，震災前と復興事業完了後の変化を分

析した． 

 

3 分析結果・考察 

3.1 震災前と復興事業完了後の浸水域脱出距離変化 

図 1 と図 2 は，震災前と復興事業完了後における避難

方法別の浸水域脱出距離の変化を示した図である．震災

前では，浸水域脱出距離が短縮された箇所は東側に多く
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図１ 震災前における浸水域脱出距離変化の分布 
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図２ 復興事業完了後における浸水域脱出距離変化の分布 
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点在しているのに対し，復興事業完了後では浸水脱出距

離が短縮された箇所が対象地域の全体に広がっているこ

とが分かる．これは道路網が整備されたことにより，復

興事業完了後は震災前より短距離で浸水域外に脱出でき

るようになったこと，浸水域に再進入する経路が減り浸

水域脱出距離が短縮されたことが理由と考えられる．ま

た図 3 は，避難方法別にみた総避難距離の差の分布であ

り，震災前と復興事業完了後に分けて整理している．こ

こで避難方法別にみた総移動距離の差とは，浸水域脱出

を優先した場合の総避難距離から，避難場所に直接避難

する場合の総避難距離を差し引いた値であり，浸水域脱

出を優先することで延びる総避難距離を示している．図

３より，総避難距離の差が 200ｍ以上となる避難経路の

本数が復興事業後で減少傾向にあることや，差が 0～200

ｍである避難経路の本数が復興事業後で増加傾向にある

ことが確認できる．この結果から，復興事業後において，

浸水域脱出の優先に伴う総避難距離の増加が抑制された

と解釈できる． 

3.2 避難方法別に見た浸水域脱出地点の標高 

 図 4 と図 5 は，避難方法別にみた浸水域脱出地点の標

高を示しており，横軸は直接避難時の標高，縦軸は浸水

域脱出を優先した際の標高である．震災前と復興事業完

了後のいずれにおいても，浸水域脱出を優先して避難す

る経路の方が，浸水域脱出地点の標高が高い経路が多い

ことが確認できる．また，震災前と復興事業完了後のグ

ラフを比較すると，浸水域脱出地点の標高のばらつきに

変化がみられ，復興事業後においては浸水域脱出点の標

高が概ね 5～25m の範囲に集まる傾向が読み取られる．

これは，復興事業により土地の標高が変化したことや道

路網が変化したことで震災前には通過していた浸水域脱

出地点を，復興事業完了後には通らなくなったことが理

由として挙げられる．加えて，土地のかさ上げが行われ

たため，当該範囲の標高の浸水域脱出地点を通る経路が

増えたと考えられる． 

 

4 おわりに 

 本研究では，陸前高田市の高田地区と今泉地区を対象

として，震災前と復興事業完了後における2種類の避難

方法の避難経路について比較・分析した．その上で復興

事業完了後における浸水域脱出を優先した避難方法の有

用性について考察した．また，浸水域脱出地点の標高に

ついて着目し，その特徴について考察した． 

 今後は，陸前高田市の他地区や他の市区町村等を対象

とした同様の分析を通し，浸水域脱出を優先した避難方

法の適性について検討する予定である． 
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図３ 震災前と復興事業完了後でみた 
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図４ 震災前における避難方法別浸水域脱出地点の標高 
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図５ 復興事業完了後における 
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